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調理の際には、食中毒予防の観点からの一般的な食品の調理の際の注意と同様に、生肉は十
分に加熱すること、生肉を触ったらよく手を洗う等の衛生的な取扱いに留意してください。

豚肉を食べることにより感染するかどうかについて、「食品から豚インフルエンザウイルスは感染しません。豚インフルエンザ
は、豚肉や豚肉製品を食べることによって感染するものではありません。適切に取り扱われ、調理された豚肉製品を食べても
安全です。中心温度７１℃での豚肉の調理により、他の細菌やウイルスと同様、豚インフルエンザウイルスは死滅します。（仮

訳）」としております。 http://www.cdc.gov/h1n1flu/key_facts.htm

○ 豚肉・豚肉加工品を食べることにより、新型インフルエンザがヒトに感染する
可能性は、以下の理由からないものと考えています。

・豚肉は、従来から食中毒防止の観点から十分加熱するよう言われていること。
・万一、ウイルスが付着していたとしても、インフルエンザウイルスは熱に弱く、
加熱調理で容易に死滅すること。

・万一、ウイルスが付着していたとしても、インフルエンザウイルスは酸に弱く、
胃酸で不活化される可能性が高いこと。

○ 調理の際の留意

〔ＣＤＣ（米国疾病管理予防センター）の情報〕

http://www.cdc.gov/flu/swineflu/key_facts.htm

